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は
じ
め
に

　　
　

『東

坂
禅
喜
集
』
九
巻

(明

・
万
暦

一
八
、

一
五
九
〇
年
序
刊
)
は
、
中
国
北
宋
の
大
家
、
蘇
載

(
一
〇
三
六
～

=

〇
二
)

の
禅
に

関
す
る
著
述
を
、
明
の
徐
長
儒
が
編
纂
し
た
も
の
で
、
日
本

で
も
元
禄
二
年

(
一
六
八
九
)
に
中
野
伯
元
に
よ
り
上
梓

さ
れ
て
以
来
、
主

に
禅
林
に
お
い
て
珍
重
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿

で
は
、
『東
披
禅
喜
集
』
の
成
立
に

つ
い
て
、
そ
の
採
録
の
周
辺
や
作
品
の
内
容
等
か
ら
編
者
の
意
図
を
探
る
と
と
も
に
、
蘇
載
が

仏
教

・
禅
と
ど

の
よ
う
に
関
わ

っ
て
い
た
か
を
官
僚
文
人
の
視
座
か
ら
考
察
し
て
、
本
集

の
意
義
を
明
白
に
し
て
み
た

い
。

一

蘇
載

(字
は
子
謄
。
東
坂
居
士
と
号
す
。
以
下
、
本
稿

で
は
東
坂
と
表
記
)
は
、
周
知
の
通
り
、
政
治
家
と
し
て
は
科
挙
及
第
後
、
翰

林
学
士

・
兵
部
尚
書
等
の
高
官
を
歴
任
し
、
文
章
家

・
詩
人
と
し
て
は

『唐
宋
八
大
家
文
』

・

『唐
宋
詩
醇
』
等
に
名
を
連
ね
る
名
家
で

あ
り
、

又
書
画
芸
術
に
お
い
て
も
造
詣
が
深
く
、
い
ず
れ
も
第

一
級
の
名
声
を
博
し
て
い
る
官
僚
文
人
大
家
で
あ

っ
て
、
日
本
で
も
よ
く
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そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
思
想
面
で
は
、
荘
子
や
仏
教
、
道
教

へ
の
傾
倒
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
仏
教
に

つ
い
て
は
、
官
僚
と
し
て
政
争
の
渦
中
に

あ

っ
て
、
左
遷
流
請

の
憂
き
目
に
遇
う
た
び
に
そ
の
関
心
を
深
め
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
す
を
具
体
的

に
み
て
み
る
と
、
ま

　　
　

ず
自
ら
志
願
し
て
転
出
し
た
抗
州
で
は
、
当
時
繁
栄
し
て
い
た
現
地
の
寺
院
を
巡
り
、
住
持
と
語

っ
て
親
交
を
深
め
た
。

更
に
、

一
度
は

　　
　

死
罪
を
覚
悟
し
た

上
で
の
流
請
地
黄
州
で
は
、
自
ら
寺
院
に
赴
き
、
香
を
焚
き
黙
坐
し
て
自
己
を
省
察
す
る
と
い
っ
た
信
仰
生
活
に
及
ん

　
る
　
で
、
仏
教

へ
の
関
心
を
深
め
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
特
に
禅
に

つ
い
て
は
、
自
ら
東
坂
居
士
と
号
し
て
在
家
の
仏
教
信
奉
者
で
あ
る
こ

と
を
表
明
し
、
東
林
常
総

(
一
〇
二
五
～

一
〇
九

一
)
や
仏
印
了
元

(
一
〇
二
二
～

一
〇
九
八
)
等
の
禅
僧
と
親
し
く
交
流
し
て
い
た
。

例
え
ば
常
総
と
は
、
盧
山
の
東
林
寺
に
お
い
て

「無
情
話
」
を
論
じ
て
省
悟
し
た
と
さ
れ
、

渓
声
便
是
広
長
舌

山
色
豊
非
清
浄
身　　
　

夜
来
八
万
四
千
偶

他
目
如
何
挙
似

人

の
偶
は
、
同
じ
く
盧
山
で
の
作
、

横
看
成
嶺
側
成
峰

遠
近
看
山
了
不
同　　
　

不
識
盧
山
真
面
目

只
縁
身
在
此
山
中

　て
　

と
共

に
有
名
で
あ
り
、
東
披
は
こ
の
時

の
因
縁
か
ら
常
総
の
法
嗣
と
さ
れ
る
。

ま
た
仏
印
と
は
、
本
集
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
深
く
交
際
し
、
「東
披
輸
玉
帯
」

の
条
に
お
け
る
答
話
は
ま

こ
と

に
有
名
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
交
流
は
、
東
披
が
高
級
官
僚
で
あ

っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
禅
林

の
側
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
、
彼
の
詩
集
や

書
が
そ
の
ま
ま
日
本

に
も
舶
載
さ
れ
て
、
わ
が
国
の
禅
林
で
も
も
て
は
や
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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二

　　
　

さ

て
、

こ
の
よ
う
な
東
披
の
仏
教
に
関
す
る
著
述
は
、
『蘇
東
坂
全
集
』

=

○
巻

(『
前
集
』
四
〇
巻
、
『
後
集
』

二
〇
巻
、
『続
集
』

一
二
巻

、
『奏
議
集
』

一
五
巻
、
『外
制
集
』
三
巻
、
『内
制
集
』

一
〇
巻
、
『応
詔
集
』

一
〇
巻
。
以
後

『全
集
』
と
表
記
)
に
釈
教
三
巻

と
し
て
六
十
条
余
り
が
ま
と
め
て
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
も
散
見
す
る
も
の
も
含
め
て
禅
に
関
す
る
も
の
を
集
め
た
の
が
、
こ

の

『東
坂
禅
喜
集
』
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
編
者
、
徐
長
儒

(字
は
孫
益
)
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
序
文
を
書

い
た
陳
継
儒

(
一

五
五
八
～

一
六
三
九
)

・
陸
樹
声

(
一
五
〇
九
～

一
六
〇
五
)
、
賊
文
を
書

い
た
唐
文
献
等
が
皆
松
江
華
亭

の
進
士
で
あ

り
、
当
時
彼
ら
と

交
遊
の
あ

っ
た
地
方
人
士
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
編
者

の
採
録
の
仕
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
が
、
ま
ず
目
録
の
章
立
て
は
、
巻

一
が
頒
、
巻
二
が
賛
、
巻

三
が
偶

、
巻
四
が
銘
、
巻
五
が
記
、
巻
六
が
書
諸
経
後
、
巻
七
が
序
伝
文
疏
、
巻
八
が
禅
喜
記
事
、
巻
九
が
仏
印
問
答
語
録
と
な

っ
て
い

る
。
さ

ら
に
細
目
の
内
容
と

『全
集
』
の
目
録
と
を
検
討
す
る
と
、
巻
八
と
巻
九
を
除
い
て
全
て

『全
集
』
に
出
所
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
、
特

に

『前
集
』
巻
四
〇
の
釈
教
、
『後
集
』
巻

一
九
、
巻

二
〇
の
釈
教
、
『続
集
』
巻

一
〇
の
頒

.
賛
、
巻

一
二
の
記

.
伝

.
偶
が
大

　　
　

半
を
占
め
て
い
る
。

逆
に

『
全
集
』
の
側
か
ら
言
え
ば
、
『前
集
』
巻
四
〇
は
二
十
三
条
中
の
二
十
二
条
、
『後
集
』
巻
十
九
は
二
十
条
全

て
、
巻

二
〇
は
十
七
条
中

の
十
六
条
が
採
ら
れ
て
お
り
、
殆
ど
そ
の
ま
ま
採
録
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
に
な

っ
る
。
ま
た

『後
集
』
で
は
、

巻

一
〇

の
頒

・
賛
が
四
十
二
条
中
の
十
八
条
、
巻

一
二
の
記

・
伝

・
偶
が
四
十

四
条
中
の
十
八
条

(但
し
偏
は
十
二
条
全

て
)
と
、
凡
そ

半
数
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ

ら
以
外
は

『全
集
』
中
か
ら
わ
ず
か
ず

つ
採
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
釈
教
巻

の
よ
う
に
殆
ど
そ
の
ま
ま
採

録
さ
れ
て
い
な
い

と
こ
ろ
に
編
者
の
好
み
が
表
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
少
し
詳
し
く
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
釈
教
巻
以
外
で
明
ら
か
に
禅
と
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
作
と
し
て
は
、
「興
国
寺
浴
室
院
六
祖
画
賛
」
(『後
集
』
巻

一
八
)
、
「祭
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竜
井
弁
才
文
」

(『
後
集
』
巻

一
六
)、

「答
畢
仲
挙
書
」

(『前
集
』
巻
三
〇
)
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
大
鑑
慧
能

(六
三
八
～
七

=
二
)

や
、
大
覚
懐
漣

(
一
〇
〇
九
～

一
〇
九
〇
)

・
明
教
契
嵩

(
一
〇
〇
七
～

一
〇
七

二
)
等
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に

「答
畢
仲

挙
書
」
で
は
、
東
披
自
ら
の
禅

の
理
解
に
つ
い
て
陳
裏

(字
は
述
古
)
と
比
べ
て
次

の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

往
時
、
陳
述
古
好
論
禅
、
自
以
為
至
　
。
而
鄙
僕
所
言
為
浅
随
。
僕
嘗
語
述
古
、
公
之
所
談
、
讐
之
飯
食
、
竜
肉
也
。
而
僕
之
所
学
、

猪
肉
也
。
猪
之
与
竜
、
則
有
間
　
。
然
公
終
日
説
竜
肉
、
不
如
僕
之
食
猪
肉
実
美
而
真
飽
也
。
不
知
君
所
得
於
仏
書
者
果
何
耶
。
云
々

つ
ま
り
、
陳
嚢
が
竜
の
肉
に
喩
え
ら
れ
る
よ
う
な
禅
の
高
尚
な
教
理
を
説
く
よ
り
も
、
安
価
で
美
味
な
豚
肉
の
よ
う
に
、
身
近
で
現
実
的

な
教

え
を
身
に
付
け
る
自
分
の
方
が
余
程
ま
し
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
東
坂
が
自
ら
禅
を
理
解

し
よ
う
と
し
て
い
た

一
つ
の
証
し
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
他
、
「薦
誠
禅
院
五
百
羅
漢
記
」
(『前
集
』
巻
三
三
)
、
「菩
薩
泉
銘
」

・

「大
覚
鼎
銘
」
(『前
集
』
巻
二
〇
)
、
「宝
月
大
師
塔
銘
」

(『
後
集
』
巻

一
八
)
等
は
、
基
本
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
記
や
銘

で
あ
り
、
ま
た
禅
僧
で
は
な
い
僧
と
の
交
流
を
記
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
い

わ
ば
仏
教

一
般
に

つ
い
て
誰
に
で
も
興
味
を
も
た
せ
る
よ
う
な
記
述
が
多

い
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
巻

一
か
ら
巻
七
ま
で
に

つ
い
て
は
、
『
全
集
』
の
釈
教
三
巻
殆
ど
全
部
と

『続
集
』
中
の
頒

・
賛

・
記

・
銘
か
ら
選
ん

で
採
録
し
、
さ
ら
に
編
者
の
見
識
に
よ
り
数
条
を
加
え
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

さ

て
次
に
巻
八
の
禅
喜
記
事
は
、
文
字
通
り
東
披

の
事
蹟
の
う
ち
で
第
三
者
が
書
い
た
禅
に
関
す
る
も
の
二
十
七
条
を
集
め
た
も
の
で

あ
る
が
、
宋

・
釈
恵
洪
の

『冷
斎
夜
話
』
、
宋

・
何
蓮
の

『春
渚
記
聞
』
や
明

・
田
汝
成
の

『西
湖
遊
覧
志
余
』
等

の
い
わ
ゆ
る
筆
記
小
説

類
か
ら
多
く
採
ら
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
は
当
時
編
者
が
目
に
し
た
書
物
か
ら
選
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

い
か
に
も

"禅
"
と
い
う
言

葉
が

明
確
に
み
え
る
も
の
も
多
く
、

・
悪
業
相
纏

四
十
年
、
常
行
八
捧
十
三
禅
。
(『冷
斎
夜
話
』
)
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・
汝
試
参
禅
。

(『西
湖
遊
覧
志
余
』
)

・
大
千
都
是

一
禅
床
。

(宋

・
院
閲
撰

『詩
話
総
亀
』
)

・
世
上
無
眼
禅
、
昏
昏

一
覚
睡
。

(総

・
閾
名
撰

『百
斜
明
珠
』
)

な
ど
が

そ
う
で
あ
る
。

ま
た
前
述

の

「渓
声
便
是
…
…
」
「横
看
成
嶺
…
…
」
の
二
偶
も

『冷
斎
夜
話
』
な
ど
か
ら
引
用
さ
れ

て
い
る
が
、
東
披
自
身
の
記
述
で

な

い
分
、
客
観
的
に
禅
と
の
関
わ
り
が
示
さ
れ
て
い
る
感
じ
が
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
て
が
禅
に
関
す
る
も
の
と
は
言
い
難
く
、
ま

た
平
話
雑
録
的
な
性
格
か
ら
俗
随
な
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
も
の
す
ら
あ

っ
て
、
第
二
次
資
料
と
い
う
こ
と
も
踏
ま
え

て
、
あ
く
ま
で
側
面

的
に
東
坂
と
禅

の
関
わ
り
を
理
解
す
る
た
め
の
部
分
と
言
え
よ
う
。

さ

て
、
最
後
に
巻
九
の
仏
印
問
答
語
録
に
つ
い
て
は
、
序
文
を
書

い
た
陳
継
儒
が
編
ん
だ

『問
答
録
』

一
巻

(宝
顔
堂
秘
笈
本
)
が
あ

っ

て
、
題
目
の
違

い
を
除
け
ば
、
全
四
十
条

の
内
、
初
め
か
ら
の
三
十

一
条
が
そ
の
ま
ま
採
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
条
に

つ
い

て
は
、
東
披
撰
と
い
わ
れ
る

『文
子
雑
説
』
や

『調
誰
編
』
な
ど
の
よ
う
な
短
編
集
か
ら
採
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『問

　　
　

答
録
』
以
下
こ
れ
ら
の
書
物
は
偽
託
書
の
可
能
性
が
高
く
、

『東
披
題
践
』
や
他
の
真
本
に
載
る
記
事

(「遊
飛
来
峰

天
竺
」
「東
坂
輸
玉

帯
」)
以
外
は
怪
し
い
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
ま
た
、
仏
印
側
の
資
料
に
も

「玉
帯
」
の
話
の
他
は
見
出
せ
な

い
の
で
注
意
が
必
要

で
あ
る
。
た
だ
、
話
の
内
容
と
し
て
は
非
常
に

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
禅
的
答
話
が
多
く
、
読
者
に
と

っ
て
は
頗
る
お
も
し
ろ
い
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
目
録
を
中
心
に
み
た
採
録
の
よ
う
す
に

つ
い
て
は
、
巻

一
か
ら
巻
七
ま
で
は
、
『全
集
』
の
釈
教
巻
を
も
と
に
偶

・
賛

・
記

・
銘

な
ど
を
選
ん
で
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
巻
八
は
当
時
流
布
し
て
い
た
筆
記
小
説
等
か
ら
東
披
の
禅
に
関
す
る
事
蹟
を
集

め
た
も
の
、
巻
九

は
偽
託

の
可
能
性
は
あ
る
が
、
『問
答
録
』
を
中
心
に
当
時
の
俗
書
か
ら
滑
稽
な
小
品
を
集
め
た
も
の
と

い
う
こ
と
が

で
き
る
。
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三

さ

て
次
に
、
本
集
に
採
録
さ
れ
た
文
章
が
内
容
的
に
ど
の
程
度
禅
や
仏
教
に
関
わ
り
が
あ

っ
て
、
東
坂
の
ど
の
よ
う
な
仏
教
志
向
を
表

わ
し

て
い
る
の
か
を
検
討
し
て
み
た

い
。

ま
ず
巻

一
の
頗
に

つ
い
て
は
、
巻
頭
の

「釈
迦
文
仏
頒
」
、
「阿
弥
陀
仏
頒
」
は
共
に
亡
妻
、
亡
母

へ
の
弔
意
を
示
す
も
の
で
、
そ
の
た

め
に
釈
迦
文
仏
や
阿
弥
陀
仏
の
画
を
寺
院

へ
寄
進
し
て
亡
者

の
冥
福
を
願
う
だ
け
の
内
容
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
巻

二
の
賛
に
お

い
て
も
表
わ
れ
て
お
り
、
仏
教
的

で
は
あ
る
が
特
に
禅
を
信
仰
す
る
と
い
う
感
じ
で
は
な

い
。
こ
の
他

「十
八
大
阿
羅
漢
頗
」
、
「観
世
音

菩
薩

頬
」
、
「石
恪
画
維
摩
頒
」
な
ど
は
、
各
々
作
ら
れ
た
り
寄
進
さ
れ
た
り
し
た
い
き
さ

つ
を
述
べ
て
頬
し
た
仏
教

一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、

「東
坂
嚢
頒
」
や

「食
豆
粥
頒
」
は
東
披
の
食
物

の
嗜
好
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

故

に
特
に
禅
的
な
関
わ
り
が
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
「禅
戯
頒
」
、
「答
子
由
頬
」
、

「酔
僧
図
頗
」
の
三
条
ぐ
ら
い
で
、

・
勘
破
天
下
禅
和
子

(
「禅
戯
頒
」
)

・
人
生
得
坐
且
穏
坐
、
却
却
馳
走
責
什
歴
。

今
年
且
痢
東
禅
尿
、
明
年
去
捜
西
林
磨

(
「酔
僧
図
頒
」)

と

い

っ
た
記
述
が
目
に
止
ま
る
に
す
ぎ
な
い
。

巻

二
の
賛
に
つ
い
て
は
、
巻

一
と
は
少
し
違

い
、
二
十
八
条
の
内
、
十
二
条
目
の

「興
国
寺
浴
室
院
六
祖
画
賛
」
以
後
の
部
分
は
、
馬

祖
廠

公
、
東
林
第

一
代
広
慧
禅
師
、
金
山
長
老
宝
覚
師
、
浄
因
浄
照
蟄
老
等

の
禅
僧
に
対
す
る
賛
文
と
、
禅
に
関
わ
り
の
あ
る
内
容
の

「燭

膜
賛

」、

「磨
柄
賛
」、

「小
筆
般
若
心
経
賛
」
等

の
作
品
が
大
半
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば

「小
蒙
般
若
心
経
賛
」
で
は
、

世
人
初
不
離
世
間
法
、
俗
学
出
世
間
法
、
挙
足
動
念
皆
塵
垢
。
而
以
俄
頃
作
禅
律
。
禅
律
若
可
以
作
得
、
所
不
作
処
安
得
禅
。

と
言

っ
て
、
世
間
の
輩
が
俄
か
に
禅
を
極
め
よ
う
と
し
て
も
不
可
能
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
又
、
「燭
膿
賛
」
で
は
、
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黄
沙
枯
燭
骸
、
本
是
桃
李
面
。

而
今
不
忍
看
、
當
是
恨
不
見
。

業

風
相
鼓
転
、
巧
色
美
情
吟
。

無

師
無
眼
禅
、
看
便
成

一
片
。

と
賛
し

て
、
あ
る
程
度
禅
を
理
解
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

ま
た
前
半
の
条
に

つ
い
て
は
、
巻

一
の
頒
と
同
様
で
、
「阿
弥
陀
仏
賛
」
、
「観
音
賛
」
、
「薬
師
瑠
璃
光
仏
賛
」
は
、

い
ず
れ
も
身
内

の
冥

福
を
祈

っ
た
り
、
病
気
の
治
癒
祈
願
の
為

の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
の
条
も
概
ね
寺
院
に
寄
進
さ
れ
た
仏
像
や
仏
画
の
因
縁
と
賛
文
で
あ

っ

て
、
仏
教
的
な
内
容

で
あ
る
が
特
に
禅
に
関
わ
る
感
じ
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

巻
三

の
偶
に
つ
い
て
は
、
巻

一
と
巻
二
の
前
半
と
同
様
に
仏
教

一
般
に
関
す
る
も
の
と
、
仏
像

・
仏
画

へ
の
賛
偶

が
大
半
で
あ
り
、
禅

に
直
接
関
わ
り
そ
う
な
の
は
、
仏
印
と
の
玉
帯
を
め
ぐ
る
話
で
有
名
な
、

百
千
灯
作

一
灯
光

尽
是
恒
沙
妙
法
王

是
故
東
坂
不
敢
惜

借
君
四
大
作
禅
床

の

「戯
答
仏
印
偶
」
と

「送
海
印
禅
師
偶
」、

「送
寿
聖
聡
長
老
偶
」
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
。

巻

四
の
銘
で
は
、
十
八
条

の
内
、
「法
雲
寺
鐘
銘
」
(法
雲
法
秀
)
、
「談
妙
斎
銘
」
(南
華
重
弁
)
、
「卓
錫
泉
銘
」

(大
鑑
慧
能
)、

「大
覚

鼎
銘
」

(浄
因
懐
漣
)
が
、
禅
僧
と
直
接
関
連

の
あ
る
事
物

の
銘
文
で
あ
る
が
、
他
は
や
は
り
仏
教

一
般
的
な
内
容
で
あ
る
。

巻
五

の
記
、
全
十
二
条
は
比
較
的
長
文
が
多

い
が
、
「南
華
長
老
題
名
記
」
と

「黄
州
安
国
寺
記
」
は
仏
教
や
禅
に
か
な
り
深
く
関
わ
る

内
容
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
少
し
詳
し
く
み
て
み
た
い
。

「南
華
長
老
題
名
記
」
で
は
、
ま
ず
初
め
に
、

学
者
以
成
仏
為
難
乎
。
累
土
画
沙
童
子
戯
也
。

皆

足
以
成
仏
。
仏
為
易
乎
。



『東披禅喜集』の成立について98

と
言

っ
て
、
仏
教
を
学
ぶ
者
は
い
わ
ゆ
る
頓
悟
成
仏
す
る
こ
と
を
難
し
い
と
考
え
る
が
、
泥
遊
び
を
し
た
り
砂
に
絵

を
画
い
た
り
す
る
よ

う
な

童
子
に
は
却

っ
て
易
し
い
こ
と
だ
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、

方
其
迷
乱
顛
倒
、
流
浪
苦
海
中
。

一
念
正
中
、
万
法
皆
具
。
及
其
勤
苦
功
用
、
為
山
九
偲
之
後
、
毫
楚
差
失
、
千
却
不
復
。
鳴
呼
、

道
固
如
是
也
。
豊
濁
仏
乎
。
云
々
…
…
。

と
言

っ
て
、
道
と
い
う
も
の
は
、
無
我
夢
中
で
苦
海
の
中
に
精
進
す
る
う
ち
に
備
わ
る
も
の
で
、
仏
教
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
い
と
す
る
。

　　
　

次
に
孟
子
の
穿
喩

の
喩
を
挙
げ
て
、
賢
人
君
子
と
錐
も
言
う
べ
き
に
言
わ
ず
、
言
う
べ
か
ら
ざ
る
に
言

っ
て
人
の
心
を
無
理
に
引
き

つ
け

る
の
は
、
壁
に
穴
を
開
け
垣
根
を
乗
り
越
え
て
忍
び
こ
む
よ
う
な
も
の
で
、
儒
教
に
お
い
て
も
仏
教
に
お
て
も
同
様
に
慎
ま
ね
ば
な
ら
な

い
と
戒
め
る
。
そ
の
後
で
、
南
華
寺
の
歴
史
に
触
れ
て
、
六
祖
慧
能
の
伝
法
が
散
じ
て
律
寺
に
な

っ
て
い
た
の
が
、
天
禧
三
年

(
一
〇

一

九
)
に
禅
寺
に
復
し
た

い
き
さ

つ
を
述
べ
る
。
そ
し
て
十

一
世
た
る
明
公
長
老
よ
り
請
わ
れ
て
、
こ
う
し
て
題
記
を
書
い
て
い
る
と
言
い
、

最
後
に
、

万
為
論
儒
釈
不
謀
而
同
者
以
為
記
。

と
結

ぶ
。
こ
れ
は
、
禅
と
律
、
儒
と
釈
と
い
う
よ
う
な
対
立
的
な
考
え
方

で
は
な
く
、
融
合
論
的
な
東
坂
の
宗
教
観

の

一
端
を
呈
す
る
も

の
と

い
え
よ
う
。

次
に

「黄
州
安
国
寺
記
」
は
、
東
披
四
十
四
才

の
時
に
、
彼
の
作

っ
た
詩
文
が
朝
廷
の
名
誉
を
傷

つ
け
た
と

い
う
罪
状
に
よ
り
収
監
さ

れ
、
辛
う
じ
て
極
刑
を
免
れ
て
黄
州
に
流
諦
さ
れ
た
時
の
作
で
あ
る
が
、
や

っ
と
当
地
に
着
い
て
宿
舎
や
衣
食

の
目
処
が
立

っ
た
と
こ
ろ

で
自
ら
深
く
反
省
し
、

道
不
足
以
御
気
、
性
不
足
以
勝
習
。
不
鋤
其
本
而
転
其
本
、
今
錐
改
之
、
後
必
復
作
。
蓋
帰
誠
仏
僧
、
求

一
洗
之
。

と
、
仏
教
に
帰
依
し
て
根
本
か
ら
洗
い
清
め

て
し
ま
お
う
と
決
心
す
る
。
普
段
は
剛
気
な
東
坂
も
さ
す
が
に
こ
た
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ

ら
に
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
次
の
如
く
安
国
寺
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
る
。
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得
城
南
精
舎
、
日
安
国
寺
。
有
茂
林
脩
竹
、
破
池
亭
謝
。
間

一
二
日
軌
往
、
焚
香
黙
坐
、
深
自
省
察
。
則
物
我
相
忘
、
身
心
皆
空
。

求
罪
垢
所
従
生
而
不
可
得
。

一
念
清
浄
、
染
汗
自
落
、
表
裏
修
然
、
無
所
附
麗
。
私
籍
楽
之
、
旦
往
而
暮
還
者
、

五
年
於
此
　
。

「香
を
焚
き
黙
坐
し
て
深
く
自
ら
省
察
し
、」

「物
我
相

い
忘
れ
、
身
心
皆
空
な
る
」
境
地
を
得
た
東
披
は
五
年
に
亘

っ
て
こ
の
行
為
を
持

続
す
る
。
こ
の
文
か
ら
は
、
ひ
た
む
き
に
仏
教
、
特
に
禅
的
な
も
の
に
頼
ろ
う
と
す
る
東
披
の
姿
が
明
確
に
窺
わ
れ
、

こ
こ
に
仏
教
信
仰

の
深
ま

り
の

一
つ
の
契
機
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
以
外
の
条
に
つ
い
て
は
、
東
披
の
仏
教
観
も
少
し
は
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
閣
や
経
蔵
、
羅
漢
や
礼
拝
石
に
つ
い
て
建
立
の

因
縁
を

記
す
に
す
ぎ
な

い
。

巻
六

の
書
諸
経
後
の
八
条
は
、
『全
集
』
中
だ
け
で
な
く

『東
坂
題
践
』
に
も
全
て
み
え
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
冒
頭
の
二
条
、
「書
孫

元
忠
所
書
華
厳
経
後
」
、
「書
若
逡
所
書
経
後
」
は
、
土
ハに
手
写
さ
れ
た
経
文
の
字
が
同
じ
調
子
で
統

一
し
て
書
か
れ

て
い
る
こ
と
を
賛
え
、

そ
れ
が

「忘
我
を
以
っ
て
の
故
」
だ
と
い
う
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
内
容
よ
り
も
写
経
の
字
体
に

つ
い
て
の
批
評
が
主
体
で
あ
る
。

次
に

「書
金
光
明
経
後
」
、
「書
榜
伽
経
後
」
、
「金
剛
経
践
尾
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
典

へ
の
践
文
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
も
著
し
く
禅
的

で
は
な

い
が
東
披
の
仏
教
に
関
す
る
考
え
方
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
例
え
ば

「書
金
光
明
経
後
」
で
は
、
東
披
の
幼
い
息

子
、
蘇
過
が
母
の

王
氏
の
死
に
遇
い
、
『金
光
明
経
』
を
写
経
し
て
そ
の
冥
福
を
祈
ろ
う
と
し
た
が
、
「こ
の
経
典
に
書
か
れ

て
あ
る
こ
と
が
全
て
真
実
か
喩

え
話
か
わ
か
ら
な

い
。」
と
尋
ね
て
き
た

の
に
答
え
て
、
東
坂
は
張
方
平
の
言
葉
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
言

っ
た
。

仏
乗
無
大
小
、
言
亦
非
虚
実
。
顧
我
所
見
如
何
耳
。
万
法

一
致
也
。
我
若
有
見
、
寓
言
即
是
実
語
。
若
無
所
見
、
実
寓
皆
非
。

　の
　

こ
の
よ
う
に
、
仏

の
語
は
喩
え
話
で
も
真
実
の
話

で
も
な
い
こ
と
を
教
え
、
さ
ら
に
こ
の
後
で
流
水
長
者
や
薩
埋
王
子

の
例
を
挙
げ

て
、

他

へ
の
施
し
を
日
常
的
に
行
う
こ
と
で
仏
の
道
を
修
得
し
て
悟
り
も
成
就
し
、
母
親
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
諭

し
て
い
る
。
ま
た
、

「書
榜
伽
経
後
」
で
は
、

榜
伽
阿
践
多
羅
宝
経
、
先
仏
所
説
、
微
妙
第

一
、
真
実
了
義
、
故
謂
之
仏
語
心
品
。
祖
師
達
磨
以
付
二
祖
日
、
吾
観
震
旦
所
有
経
教
、
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惟
榜
伽
四
巻
可
以
印
心
。
祖
祖
相
受
、
以
為
心
法
。

と
述

べ
て
、
達
磨
が
慧
可
に

『榜
伽
経
』
を
伝
え
た
話
を
挙
げ
て
大
い
に
賛
嘆
し
て
い
る
。

さ

て
更
に
禅
と
の
関
わ
り
が
深
い
と
思
わ
れ
る
条
が

「書
柳
子
厚
大
鑑
禅
師
碑
後
」
と

「書
黄
魯
直
季
氏
伝
後
」

で
あ
ろ
う
。
ま
ず
前

条
で
は
、
唐
代
、
柳
子
厚

(宗
元
)
は
南
遷
さ
れ
た
時
に
、
「曹
難
」

「南
嶽
」
な
ど
の
碑
文
を
作

っ
た
が
、
現
在
南
華
寺
で
は
石
に
刻
む

人
が

い
な

い
の
で
、
重
弁
が
東
坂
に
碑
文
を
依
頼
し
た
と
い
う

い
き
さ

つ
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
大
鑑
禅

師

つ
ま
り
六
祖
慧
能

の
碑
文
を
依
頼
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
重
弁
も
ま
こ
と
に
東
披
の
禅
仏
教
徒
た
る
こ
と
を
認
め
て
い
た

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
次
に

「書

黄
魯
直
季
氏
伝
後
」
で
は
、
ま
ず
、

不
極
不
至
、
心
地
不
浄
。
如
飯
中
砂
、
与
飯
皆
熟
。

　お
　

と
言

っ
て
、
雪
峰
義
存

の
飯
中
の
砂

の
話
を
引
き
、

善
哉
仏
子
、
作
清
浄
飯
。
淘
米
去
沙
、
終
不
能
尽
。
不
如
即
用
、
本
所
自
種
。
元
無
沙
米
、
此
米
無
沙
。
亦
不
受
沙
、
非
不
受
也
。

無
受
処
故
。

と
述

べ
て
、
仏
の
作

っ
た
清
浄
な
飯
を
炊
く
の
に
、
砂
を
全
部
取
り
除
く

こ
と
は
で
き
な

い
し
、
ま
た
元
来
自
分
で
植
え
た
米
に
は
砂
を

受
け

入
れ
る
と
こ
ろ
な
ど
な
い
の
だ
と
言
う
。

こ

の
よ
う
に
こ
の
二
条
に
は
禅
と
の
関
わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
他
の
条
は
や
は
り
仏
教

一
般
的
な

い
し
は
あ
ま
り
関
係
が

な

い
も
の
で
あ
る
。

次

に
巻
七
の
序
伝
文
疏
、
十
条
に
お
い
て
は
、
「答
畢
仲
挙
書
」、
「南
華
長
老
重
弁
師
逸
事
」
、
「請
浄
慈
法
涌
禅
師
入
都
疏
」
の
三
条
が

禅
と

の
関
わ
り
が
深
い
と
思
わ
れ
る
。
「答
畢
仲
挙
書
」
は
先
述
の
通
り
、
自
ら
の
禅

の
理
解
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
二

条
で
は
禅
の
先
師
の
逸
話
を
引

い
て
論
じ
て
い
る
。
ま
ず

「南
華
長
老
重
弁
師
逸
事
」
で
は
、
明
教
契
嵩
と
天
台
の
海
月
法
師
慧
弁

(
一

〇

一
四
～

一
〇
七
三
)
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。
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契
嵩
禅
師
常
瞑
人
。
未
嘗
見
其
笑
。
海
月
慧
弁
師
常
喜
人
。
未
嘗
見
其
怒
。
予
在
銭
塘
親
見
二
人
、
皆
朕
坐
而
化
。
嵩
既
茶
毘
、
火

不
能
壊
者
五
。
海
月
比
葬
、
面
如
生
且
微
笑
。
乃
知

二
人
以
瞑
喜
作
仏
事
也
。

つ
ま

り
契
嵩
は

「瞑
」
を
以
て
、
慧
弁
は

「喜
」
を
以
て
教
化
し
た
が
、
二
人
共
死
後
に
至
る
ま
で
肉
体
が
存
し
た

こ
と
を
述
べ
、
さ
ら

に
、

世
人
視
見
如
金
玉
、
不
旋
踵
為
糞
土
。
至
人
反
是
。
余
以
是
知
、

一
切
法
以
愛
故
壊
、
以
捨
故
常
在
。
量
不
然
哉
。

と
言

っ
て
、
彼
ら

の
よ
う
に
道
を
極
め
た
人
は
、
世
間
の
人
と
は
逆
に
肉
体

へ
の
執
着
が
無
い
の
で
、
却

っ
て
常
に
存
在
し
続
け
る
こ
と

が
わ

か

っ
た
と
言
う
。

こ
れ
に
続
け
て
、
嘗
て
相
見
し
た
南
華
寺
の
重
弁
長
老
の
こ
と
に
話
が
及
び
、
重
弁
が
入
寂
後
七
百
日
も
経

っ
て
か
ら
移
葬
さ
れ
る
時
、

全
身
ま
る
で
生
き
て
い
る
よ
う
で
、
衣
は
芳
香
を
放

っ
て
い
た

こ
と
を
弟
子
達
か
ら
聞
い
た
東
披
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

弁
視
身
為
何
物
、
棄
之
　
陀
林
以
飼
鳥
何
有
。
安
以
寿
塔
為
。
云
々
…
…

つ
ま

り
重
弁
も
、
契
嵩
や
慧
弁
と
同
様
、
自
身
の
肉
体
に
執
着
し
な
い
道
を
体
得
し
た
人
で
あ

っ
た
か
ら
、
何
処
に
葬
ら
れ
て
も
別
に
構

わ
な
か

っ
た
に
違
い
な

い
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
条
は
六
祖
由
縁
の
南
華
寺
に
あ

っ
て
、
契
嵩
等
を
登
場
さ
せ
、
深
く
禅
と
関
連
す

る
内
容
だ
と
思
わ
れ
る
。

次

に

「請
浄
慈
法
涌
禅
師
入
都
疏
」
は
、
浄
慈
寺

の
法
涌
禅
師
を
入
都
さ
せ
る
こ
と
を
奏
上
す
る
表
白
文
で
あ
る
が
、
冒
頭
で
、

京
師
禅
学
之
盛
、
襲
干
本

・
秀
二
公
。

と
言

っ
て
、
雲
門
宗
の
慧
林
宗
本
、
法
雲
法
秀
の
名
を
揚
げ
て
か
ら
、
そ
の
後
を
継
ぐ
べ
き
人
物
と
し
て
法
涌
を
推

挙
し
て
い
る
。

こ
の
他
、
「祭
竜
井
弁
才
文
」
で
は
、
東
披
の
禅
僧
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
な
い
僧
と
の
交
流
が
記
さ
れ
、
杭
州
通
判
時
代
を
振
り
返

っ
て
次

の
よ
う
に
言
う
。

我
初
適
呉
、
嘗
見
五
公
。
講
有
弁

・
藤
、
禅
有
漣

・
嵩
。
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つ
ま
り
、
初
め
て
赴
任
し
た
時

の
杭
州
で
は
当
時
仏
教
界
が
全
盛
を
極
め
て
お
り
、
各
宗
各
派

の
高
僧
が
集
ま

っ
て
い
て
、
東
披
は
そ
の

内

の
五
公
に
会

っ
た
と
い
う
。
五
公
と
は
、
天
台
宗
の
海
月
法
師
慧
弁
と
弁
才
法
師
元
浄

(
一
〇

=

～

一
〇
九

一
)
、
実
相
法
師
梵
藤
、

　ぬ

　

禅
宗

の
大
覚
懐
漣
と
明
教
契
嵩
を
指
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
書
簡
や
詩
の
贈
答
や
、
相
見
と
い
っ
た
交
流
が
東
坂
と
行
わ
れ
た
よ
う
で
、
既
出

　　
　

の
条
や
他
の
作
品
に
も
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
東
披
の
杭
州
時
代

の
僧
侶
達
と

の
交
遊
が
よ
く
わ
か
る
の
で
あ
る
が

、
唯

一
人
生
存
し
て
い
た
弁
才
が
遷
化
し
た
こ
と
を
深
く
悼
ん
だ

の
が
こ
の
文
章
で
あ
る
。

そ
の
他
は
、
「僧
円
沢
伝
」
が
奇
異
な
僧
侶
の
伝
記
で
あ

っ
た
り
、
「怪
石
供
」
、
「後
怪
石
供
」
が
当
時
の
文
人
や
禅
僧
の
問
で
盛
ん
で

あ

っ
た
、
石
を
鑑
賞
す
る
趣
味
の

"怪
石
"
を
供
物
と
し
て
仏
印
に
贈

っ
た

い
き
さ

つ
が
記
し
て
あ

っ
た
り
、
仏
教
的
と
い
う
よ
り
も
物

語
と

し
て
お
も
し
ろ
く
読
め
る
内
容
と
な

っ
て
い
る
。

さ

て
次
は
巻
八
の
禅
喜
記
事
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
前
述
の
通
り
本
人
の
記
述
で
は
な

い
第

二
次
資
料
で
あ
る
の
で
、
客
観
的
で
あ
る

一
方
、
東
披
の
真
意
が
伝
わ
り
に
く

い
と
い
う
こ
と
も
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
内
容
的
に
は
、
『冷
斎
夜
話
』
や

『西
湖
遊
覧
志
余
』

等
か
ら
の
引
用
が
多
く
、
全
般
に
記
事
と
し
て
の
面
白
味
が
あ

っ
て
も
、
東
披

の
仏
教
観
を
示
す
よ
う
な
思
想
的
な

ア
ピ
ー
ル
性
を
感
じ

　　

る
場
面
は
少
な

い
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
冒
頭
の

一
条
は

『冷
斎
夜
話
』
(
「夢
迎
五
祖
戒
禅
師
」
)
か
ら
の
引
用
で
あ

る
が

、
東
披
の
弟

の

蘇
轍

(字
は
子
由
)
と
雲
庵
と
聡
禅
師
の
三
人
が
、
同
時
に
五
祖
戒
禅
師
を
迎
え
る
夢
を
見
た
と

い
う
。
そ
れ
を
聞

い
た
東
披
は
、

載
七
八
歳
、
常
夢
是
僧
。
又
先
批
方
孕
時
、
夢

一
僧
来
托
宿
。
云
々
…
…
。

と
自

ら
の
体
験
を
語
り
、
幼
い
頃
、
自
分
は
僧
侶
の
生
ま
れ
変
わ
り
だ
と
思

っ
て
い
た
と
い
う
。
話
と
し
て
は
お
も
し
ろ
い
も
の
で
あ
る

が
、

こ
の
内
容
か
ら
は
特
に
禅
的
な
思
想
は
感
じ
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ま

た

『西
湖
遊
覧
志
余
』
に
は
杭
州
に
守
た
る
時
、
琴
操
と
い
う
名
の
妓
女
が
仏
教
に
通
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
東
披
が
、

西
湖

に
遊
ん
だ
時
に
次
の
よ
う
に
彼
女
を
自
分
に
参
禅
さ
せ
る
と
い
う
話
が
あ
る
。

我
作
長
老
、
汝
試
参
禅
。
子
謄
問
日
、
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何
謂
湖
中
景
。
対
日
、
落
霞
与
孤
驚
斉
飛
、
秋
水
共
長
天

一
色
。

何
謂
景
中
人
。
対
日
、
裕
施
六
幅
湘
江
水
、
髪
挽
巫
山

一
段
雲
。

何
謂
人
中
意
。
対
日
、
随
他
楊
学
士
、
竈
殺
飽
参
軍
。

如
此
究
寛
如
何
。
子
謄
日
、
門
前
冷
落
車
馬
稀
。
老
大
嫁
作
商
人
婦
。
琴
操
言
下
大
悟
、
遂
削
髪
為
尼
。

こ
う
し
て
琴
操
は
落
髪
し
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
誠
に
お
話
と
し
て
は
面
白
く
、
仏
教
や
禅
に
こ
れ
か
ら
興
味
を
持
と
う
と
す

る
者
に
は
親
し
み
や
す
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他

の
条
も
概
ね
同
様
で
、
思
想
的
な
も
の
は
少
々
薄
く
感
じ
ら
れ
る
が
、
第
三
者
に
よ
り
客
観
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
読
む

者
に
は
理
解
し
や
す

い
内
容
で
あ
る
。

最
後
に
巻
九
の
仏
印
問
答
語
録
に

つ
い
て
は
、
約
四
十
条
に
亘

っ
て
仏
印
と
の
親
し
い
交
遊
の
様
子
を
小
話
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

前
述

の
よ
う
に
偽
託
の
可
能
性
が
高

い
作
品
が
多
く
、
あ
ま
り
参
考
に
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
内
容
的
に
は
低
俗

で
あ

る
が
全

編
ま
こ
と
に

ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
、
且

つ
極
め
て
禅
的
な
機
知
に
富
ん
だ
当
意
即
妙

の
答
話
で
あ

っ
て
、
東
披

の
作
と
い
う
こ
と
に

こ
だ
わ
ら
な
け
れ
ば
、
禅
の
入
門
者
や
仏
教
に
関
心
の
な

い
者
に
で
も
親
し
み
や
す
く
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば

「千
字

文
謎
」
で
は
、
次
の
よ
う

で
あ
る
。

仏

印
持
二
百
五
十
銭
示
東
披
日
、
与
爾
商
此

一
箇
謎
。
東
坂
思
之
。
少
頃
謂
仏
印
日
、

一
銭
有
四
字
、
二
百
五
十
箇
銭
乃

一
千
箇
字
。

莫

是
千
字
文
謎
乎
。
仏
印
笑
而
不
答
。

つ
ま
り
、
千
字
文
の
謎
を
商
量
せ
ん
と
す
る
仏
印
に
、
東
披
は

一
銭
貨
に
は
四
字
が
書
し
て
あ
る
の
で
、
二
百
五
十
銭
に
て
千
字
文
に
な

る
と
言
う
の
で
あ
る
が
、
正
に
駄
洒
落
か
頓
智
話
の
よ
う
な
答
話
で
あ
る
。

又
、
酒
を
飲
み
な
が
ら

「令
」
と
い
う

一
種
の
言
語
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な
も
の
を
よ
く
行

っ
た
よ
う
で
、
例
え
ば

「
急
急
令
」
で
は
、
黄

山
谷
、
仏
印
と
三
人
で
飲
ん
だ
時
に
、
東
坂
が

「急
急
令
」
を
出
し
、
ま
ず
自
ら
、
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急
急
急
穿
靴
、
水
上
立
走
馬
到
安
邑
、
走
馬
却
回
来
。
靴
裡
猶
未
湿
。
争
幾
多
二
一二
分
。

と
言
う
。
次
に
山
谷
が
、

急
急
急
連
箭
射
、
粉
將
走
馬
到
南
場
、
走
馬
却
回
来
。
箭
頭
未
点
培
。
争
幾
多
二
一二
尺
。

と
答

え
、
さ
ら
に
仏
印
が
、

急
急
急
娘
子
放
個
屍
走
馬
到
西
市
、
走
馬
却
回
来
。
孔
門
猶
未
閉
。
争
幾
多
三
五
寸
。

と
、
た
い
そ
う
下
品
だ
が

ユ
ー

モ
ラ
ス
に
答
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
答
話
は
、
後
代
明
の

『笑
禅
録
』
(播
游
竜
撰
、
説
郭
弓
四
十
五
所

収
)
な
ど
と
軌
を

一
に
す
る
も
の
で
、
問
答
録
と
い
う
よ
り
は
大
衆
向
け
の
笑
話

の
よ
う
で
あ
る
。

と

こ
ろ
で
、
次
の
二
条
は
類
似
の
話
が

『東
披
題
駿
』
等
に
も
あ

っ
て
偽
託
で
は
な
く
、
又
仏
教
色
の
濃

い
作
品

で
も
あ
る
の
で
紹
介

し
て
お
こ
う
。
ま
ず

「遊
飛
来
峰
天
竺
」

(『東
坂
題
祓
』
巻

一
で
は

「改
観
音
経
」
)
で
は
、
仏
印
と
霊
隠
寺
の
飛
来
峰
に
遊
ん
だ
時
に
、

手
に
数
珠
を
持

っ
た
観
音
菩
薩
像
を
見
て
、
東
披
が

「何
故
、
自
分
自
身

の
仏
号
を
念
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
不
審
に
思

っ
て
仏

印
に
尋
ね
る
と
、
「人
に
求
め
る
は
己
れ
に
求
め
る
に
如
か
ず
」
と
仏
印
が
答
え
て
東
披
は
納
得
し
た
と
い
う
。
更
に
東
披
が
、
『観
音
経
』

の

呪
咀
諸
毒
薬
、
所
欲
害
身
者
、
念
彼
観
音
力
、
還
著
干
本
人
。

の

一
節
が
、
人
の
難
を
免
れ
さ
せ
て
他
の

一
命
を
害
す
る
の
は
仏
の
意
に
添

っ
て
い
な

い
と
し
て
、

「還
著
干
本
人
」
を

「両
家
都
没
事
」

に
改
め
た
方
が
よ
い
と
言
う
と
、
仏
印
は
大
い
に
賛
成
し
た
と

い
う
。

,

こ

の
他
、
「東
坂
輸
玉
帯
」

の
話
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
東
披
が
仏
印
に

「和
尚
の
四
大
を
借
り
て
禅
床
と
作
さ
ん
。
」
と
言

っ
た

の
に
対
し
、
仏
印
が
、
「山
僧
が
四
大
本
と
無
。
五
慈
有
に
非
ず
。
内
翰
何
れ
の
処
に
坐
せ
ん
と
欲
す
。」
と
答
え
る
と
、
東
披
は
返
答
が

　　
　

で
き

ず
に
自
分
の
玉
帯
を
仏
印
に
与
え
、
仏
印
も
返
礼
に
柄
衣
を
東
披
に
贈

っ
た
と
い
う
内
容

で
、
次
の
東
披
の
二

偶
と
と
も
に
有
名
で

あ
る
。



病
骨
難
堪
玉
帯
囲

鈍
根
彷
落
箭
鋒
機

欲
教
乞
食
歌
姫
院

故
与
雲
山
旧
柄
衣

又

、

此
帯
閲
人
如
伝
舎

流
伝
到
我
亦
悠
哉

錦
砲
錯
落
真
相
称

乞
与
葬
狂
老
万
回

こ
の
よ
う
に
仏
教
色
豊
か
で
禅
に
も
関
わ
り
の
深
い
話
も
収
ま
る
が
、
編
者
と
し
て
は
こ
れ
ら
の
話
も
含
め
て
全
体
と
し
て
誰
に
で
も

禅
機
を
楽
し
め
る
よ
う
な

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
内
容
に
し
た
か

っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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お
わ
り
に

以
上

み
て
き
た
よ
う
に
、
『東
披
禅
喜
集
』
は
、
そ
の
採
録
自
体
は

『蘇
東
披
全
集
』
や

『問
答
録
』
を
基
に
、
編
者
の
見
識
に
よ
り
若

干
の
追
加
を
し
た
に
止
ま
る
が
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
仏
教

一
般
か
ら
禅
の
思
想
に
至
る
ま
で
広
汎
に
仏
教
色

豊
か
な
も
の
に
な

っ

て
い
る
。
そ
こ
に
は
東
坂
の
仏
教
信
仰

の
深
浅
の
度
合

い
や
、
僧
と
の
交
流
の
様
子
が
身
近
に
描
か
れ
て
お
り
、
時
期
や
場
面
に
よ

つ
て

異
な
る
が
、
東
披
は
か
な
り
深
く
仏
教
を
信
仰
し
、
禅
に

つ
い
て
も
よ
く
学
び
理
解
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
特
に
禅
僧
と
の
交
流
の

中
に
読

み
取
れ
る
。

し
か

し
な
が
ら
、
東
披
の
膨
大
な
量
の
詩
作
の
中
か
ら
仏
教
、
禅
に
関
す
る
も
の
が
殆
ど
採
ら
れ

て
い
な
い
点
や
、
『東
坂
題
践
』
等
に

な
　

は
他
に
も

『禅
喜
集
』
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
が
数
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
東
披
の
禅
喜
に
関
す
る
オ
ー

ル
マ
イ
テ
ィ
な
書
物
と
は
言

い
難
い
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
唐
宋
古
文
の
担

い
手
で
あ

っ
た
東
坂
の
す
ぐ
れ
た
文
章
と
相
ま

っ
て
、
漢
文

の
テ
キ
ス
ト
に
も
な

り
得
る
も
の
で
、

一
概
に
俗
書
と
決
め

つ
け
る
の
で
は
な
く
、
禅
、
仏
教
の
入
門
者

へ
の
手
引
き
、

エ
ッ
セ
イ
集
と

で
も
捉
え
れ
ば
、
日

中
禅
林
に
お
い
て
喜
ば
れ
て
き
た
こ
と
も
大

い
に
首
肯

で
き
、
こ
の
書

の
意
義
も
さ
ら
に
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。
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註
(1
)
別

に
天
啓

元
年

(
一
六

二

一
)
に
凌
濠

初
が
編

し

た
十

四
巻

本
も

あ
る

が
、
本

稿

で
は

徐
長
儒

の
原

刊
本

を
底

本

と
し
た

。
身

近
に

は
禅
林

叢

書

第

一
編
所

収
本

が
あ

る
。

(2
)

本
集

巻
七

、

『後

集
』

巻

一
六
、

「祭
竜

井
弁

才
文

」

に
み

え
る
。

(3
)

こ
の
筆
禍

事
件

の
詳

細

は
、
宋

・
朋

九
万
撰

の

『
烏

台
詩
案

』

に
あ

る
。

(4
)

本
集

巻

五
、

『前

集
』

巻

三

三

「黄
州

安
国

寺
記
」

に
み
え

る
。

(5
)

『
前
集

』
巻

=

二

「贈

東
林

総
長

老
」

詩
。

(6
)

『
前
集

』
巻

一
三

「題

西
林

壁
」

詩
。

(7
)

『
嘉
泰

普
燈

録
』

『
五

燈
会

元
』
等

の
僧

伝

に
常
総

の
法

嗣

と
し

て
記
載

さ
れ

て
い
る
。

(8
)

い
わ

ゆ

る

「七
集

本

」

で
あ

る

が
、
本

稿

で
は
世

界
書

局
版

を
底

本

に
し
た

。

(9
)

巻

六
、
書

諸
経

後
に

つ
い

て
は

『
東
披

題
賊

』

に
も
全

て
出

所
が

あ

る
。

(10
)
林

語
堂

氏

が

『
蘇

東
坂

』

(合

山
究

訳

・
明
徳
出

版
)

で
指

摘
す

る

よ
う

に
、

二
、

三
の
例
外

を
除

い
て
、

こ
れ
ら

の
本

に
載

る
記
事

は
、

東

披

の

『
全
集

』
や

『
題
政

』
、

『
志
林

』
等

の
著

述

の
中

に
見
当

た
ら

な

い
。

(11
)

『
孟

子
』

尽
心
篇

に

み
え

る
。

(12
)
流

水
長
者

は
、
池

の
水
が

干
上

が

っ
て
死

に
か
か

っ
て
た
魚

を
、
二
十

頭

の
象

に
水

を

運
ば

せ

て
救

っ
た

と

い
う
話

で
あ

り
、
薩

唾

王
子

は
釈

迦

が
菩
薩

行

を

し
て
し
た

時

の
名

で
、
わ

が
身

の
肉

を
飢

え
た
虎

に
施

し
た
と

い
う

話
。

と
も

に

『金

光

明
経
』

巻

四
に

み
え

る
。

(13
)

雪
峰

が
洞

山
下

に
在

っ
て
飯

頭
と
な

り
、

米
を
淘

ぐ

時

に
洞
山

が
、

「
沙
を

淘

い
で
米

を
去

る
か
。

米
を
淘

い
で
沙

を
去

る
か
。
」
と
問

う
と

、

雪
峰

が

、

「沙

米

一
時

に
去

る
。
」
と
答

え
た

話

。
『
五
燈
会

元
』

巻

七
等

に
み
え

る
。

(14
)
書
簡

で
は

「与

大
覚
禅

師
漣

公
」

(『
続
集

』
巻

四
)
、

「与

弁
才

禅
師

三
首

」

(『
続
集

』
巻

六
)
や
、
仏

印

へ
の
書

簡

が
多
く

、
詩

で
は

「次

弁

才
韻

賦

過
渓
亭

」

(『
前
集

』
巻

一
八
)

や
、

「弔

天
竺
海

月
弁

師

三
首
」

(『
前
集

』
巻

五
)
な
ど

が
あ

る
。

又
、
弁

才
や

海

月

の
真

賛
、
懐

漣

の

祭

文
な

ど
も
東

披
が

書

い

て
い
る
。

(
15
)
竺
沙

雅
章

「蘇
載

と
仏

教
」

(『
東
方

学
報

』
京
都
第

三
六

冊
)
に

は
、
さ
ら

に

詳
し
く

論

じ
ら
れ

て
お

り
、
本

稿

で
も
大

い
に
示
唆

を
受

け
た

。



(16
)
『禅
林
僧
宝
伝
』
巻
二
九
、
雲
居
仏
印
元
禅
師
章
に
も
同
様
の
記
事
が
み
ら
れ
る
が
、
異
同
が
か
な
り
あ
る
る

(17
)

「玉
帯

施

元
長
老

」

(
『
前
集

』
巻

一
四
)

(18
)
長

谷
川

昌
弘

「題
践

よ

り

み
た

る
宋

代
禅

」

に
関
わ

る
篇

が
あ

る
と

指
摘
さ

れ

て

い
る
。

(『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
四
巻
第
二
号
)
に
お
い
て
も

『東
披
題
政
』
に
は
特
に
多
く
の
禅
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